
ミ
ツ

紳
代
跡
祉
の
紳
宇
一
。
長
製
に
志
篤
〈
、
本
民
・
平
同
一
ミ
ヅ
ハ
ラ
サ
Z

号
ン
水
原
左
衛
門

H
げ
ラ
前

ご
民
の
著
書
を
集
め
、
文
化
八
年
苦
闘
家
に
入
門
し
一
回
利
長
に
仕
へ
て
千
二
百
二
十
石
を
受
け
た
。
鹿
長

て
紳
澄
を
研
究
し
、
叉
岡
市
羽
之
に
凶
敏
和
歌
を
製
一
十
九
年
利
長
の
施
後
、
左
衛
門
は
前
回
長
種
・
奥
村

び
、
敏
跡
の
本
意
を
衆
に
示
さ
ん
震
、
金
調
仰
に
於
い
一
策
顧
と
共
に
江
戸
及
び
駿
府
に
赴
き
て
利
常
相
績
の

て
紳
遊
の
本
源
錯
す
を
郡
勝
し
、
弘
化
元
年
寺
枇
奉
行
一
台
命
を
受
け
、
大
坂
の
役
に
は
足
艦
大
将
と
し
て
従

か
ら
銀
二
枚
を
下
賜
せ
ら
れ
た
。
嘉
永
元
年
六
局
又
一
軍
し
た
。
寛
永
二
年
裂
。
子
孫
世
々
務
に
仕
へ
る
。

能
管
四
部
制
主
の
鰯
蹟
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
和
泉
一
ミ
ヅ
ハ
ラ
シ
ゲ
ヤ
ス
水
原
重
保
N
M
.
ラ
逝
穂

守
に
叙
偲
し
た
が
、
文
久
ご
年
二
局
サ
五
日
六
十
三
一
泊
左
衛
門
。
左
衛
門
の
紛
で
、
そ
の
養
子
と
な
っ
た

践
で
残
し
た
。
者
替
に
お
の
屋
集
三
容
・
能
管
凶
紳
一
も
の
。
路
加
噌
と
も
七
百
五
十
石
。
曾
所
奉
行
・
御
先

異
例
・
服
夫
偲
談
等
が
あ
る
。
一
筒
蹴
・
御
小
々
締
裁
許
・
御
馬
廻
顕
に
隠
仕
し
、
貞
享

ミ
ヅ
ノ
ヨ
シ
ナ
リ
水
野
可
成
迦
構
内
匠
。
矢
一
四
年
致
仕
し
て
知
閑
と
脱
し
、
元
磯
八
年
残
し
た
。

惣
左
衛
門
は
織
凶
信
長
の
臣
で
あ
っ
た
。
内
ぽ
前
町
一
ミ
ヅ
ハ
ラ
ヤ
ス
ノ
プ
水
原
保
延

H
Wタ
逝

穂

利
長
に
仕
へ
、
機
漸
く
増
し
て
一
一
一
千
七
百
.
石
に
主
つ
一
泊
五
郎

o
nは
人
持
組
品
川
主
勝
の
三
子
で
あ
っ
た

た
。
子
孫
附
々
滞
に
仕
へ
る
。
一
が
、
文
化
入
年
馬
組
組
水
原
係
太
夫
景
蔚
の
嗣
と
な

ミ
ヅ
ノ
ヨ
シ
ヒ
デ
水
野
好
様

J
ミ
ヅ
ノ
ゲ

y
一
・
り
、
翌
年
そ
の
家
を
襲
ぎ
、
総
九
百
五
十
石
を
受
け

ジ

水

野

線

次

。

一

た

。

十

三

年

保

延

大

小

終

組

に

編

せ

ら

れ

、

文

政

七

εヅ
ノ
ヨ
シ
フ
サ
水
野
好
一
房

J
ミ
グ
ノ
ゲ
y
一
年
表
小
腕
、
天
保
元
年
同
櫛
目
と
な
り
、
弘
化
三
年

ロ

グ

水

野

.

源

六

。

一

馬

廻

組

問

に

迩

み

、

金

持

町

奉

行

を

粂

ね

、

翌

年

町

ミ
ツ
バ
ヤ
シ
ゴ
ウ
三
ッ
林
郷
三
宮
古
記
に
上
一
奉
行
を
飴
め
て
御
算
用
揚
奉
行
に
鞠
じ
、
年
寄
長
辿

林
郷
・
中
林
郷
・
下
林
郷
の
名
が
見
え
る
o
上
林
・
中
一
弘
の
改
革
・
に
従
う
た
時
、
之
を
助
け
て
財
政
聾
理
の

林
・
下
林
は
何
れ
も
石
川
樹
林
郷
内
の
村
で
あ
る
が
、
一
任
に
償
っ
た
が
、
安
政
二
年
黒
羽
織
黛
の
失
脚
に
際

郷
と
も
呼
ん
だ
と
見
え
る
o
叉
そ
れ
を
総
秘
し
て
一
一
一
一
し
て
そ
の
職
を
飽
め
ら
れ
た
o
然
る
に
三
年
亦
御
馬

林
郷
と
も
、
一
一
一
林
と
も
呼
ん
だ
。
一
廻
顕
に
復
し
、
五
年
明
倫
堂
督
患
に
繍
せ
ら
れ
、
高

ミ
ツ
バ
ヤ
シ
ゼ
ン
シ
ロ
ウ
三
林
善
四
郎
越
管
一
延
元
年
笛
山
務
の
震
に
財
政
整
理
の
任
に
笛
。
、
文

賀
三
州
志
放
姐
考
に
、
天
正
の
初
か
ら
三
林
醤
四
郎
一
久
二
年
弱
漉
し
て
御
算
用
揚
奉
行
と
な
る
に
及
ん
で

が
石
川
郡
林
郷
内
の
上
林
・
中
林
・
下
林
を
抑
領
し
、
一
勢
力
頗
る
隆
々
た
る
も
の
あ
り
、
三
年
産
物
方
を
新

=
一
林
氏
を
稽
し
て
賊
魁
と
な
っ
た
が
、
天
正
入
年
悶
一
一
蹴
し
、
明
治
元
年
四
局
退
老
し
て
請
幽
と
稽
し
た
が
、

一
一
一
周
柴
田
勝
家
が
却
到
に
侵
入
し
た
時
M

僻
さ
れ
た
と
一
務
侯
麗
寧
特
に
そ
の
功
を
貸
し
、
二
百
石
を
賜
う
て

あ
る
。
三
銭
記
に
善
四
郎
を
番
苦
に
作
る
の
は
非
で
一
養
老
の
封
と
し
た
。

あ

ら

う

。

一

ミ

ツ

ハ

ル

光

治

加

賀

の

刀

工

。

加

州

金

調

停

住

ミ
ヅ
バ
ヤ
マ
水
葉
山
石
川
郡
見
定
の
都
務
か
一
伊
賀
守
光
治
と
切
る
。
箆
永
頃
。

ら
西
方
に
笛
る
山
。
高
さ
九
O
O米
。
地
質
第
三
紀
一
ミ
ツ
ヒ
ラ
光
平

居

。

ミ

ヅ

プ

チ

水

潟

↓
ミ
ツ
タ
-
一
光
闘
。

石
川
郡
陣
川
庄
に
臨
す
る
部

務。

εヅ
ホ
端
穏
鳳
至
郡
山
田
郷
に
臨
す
る
八

J

回
・
院
内
・
西
安
寺
は
、
明
治
中
併
合
し
て
瑞
砲
と
稽

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
地
大
時
前
祉
ハ
萄
院
内
V

の

境
内
に
大
公
孫
樹
が
あ
り
、
樹
高
二
四
米
、
胸
高
周

回
七
米
三
を
測
る
。

ミ
ツ
ポ
キ
キ
ガ
キ
三
盛
岡
番
叉
三
輩
記
と
も

い
ふ
。
宰
領
定
鰻
山
田
四
郎
右
衛
門
の
箆
永
年
聞
に

於
け
る
編
鎮
で
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
簡
単
な
記
述

か
ら
初
旬
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
漸
次
詳
密
の
度
を

増
し
、
迭
に
殆
ど
加
賀
務
の
み
の
記
事
と
な
り
、
利

常
諾
去
の
時
を
以
て
捌
箪
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
原
著
は

十
四
密
で
あ
る
が
、
流
布
本
は
後
人
の
加
除
が
あ
っ

て
二
十
二
容
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ミ
ツ
マ
タ
=
一
俣
江
沼
郡
極
柴
寺
の
内
の
小
芋
。

ミ
ツ
マ
タ
ノ
チ
ン
三
又
寧
能
楽
部
小
松
の
商

梯
川
に
今
江
潟
の
水
の
注
ぐ
聞
は
地
形
三
叉
朕
を
鑓

し
て
ゐ
る
。
寛
永
十
丸
年
前
田
利
常
こ
与
に
亭
樹
を

檎
へ
、
以
て
優
息
の
腕
と
し
た
。
松
永
昌
三
の
三
叉

亭
子
臨
敬
詩
に
、
『
幸
諜
=
恩
許
-
管
=
高
樹
↓
加
凶
山

川
置
二
塁
刊
視
艇
迎
v
晴
周
設
v
網
。
文
鐙
鎚
v
景
各

傾
v
筋
。
峰
諮
天
潤
雲
夢
様
。
物
傑
地
銀
闘
晶
玉
閲
。
湖

上
麗
光
着
不
v
献
。
前
身
何
悌
賀
知
章
。
』
と
あ
り
、

こ
の
地
今
御
亭
田
と
い
う
て
ゐ
る
。

εヅ
モ
チ
ヤ
マ
水
持
山
風
至
郡
牛
尾
の
部
務

か
ら
南
方
に
廷
い
山
。
高
さ
二
二
三
米
0
.
地
質
第
三

紀
居
。ミ

ヅ
モ

9

水
守
町
一
日
鳳
至
郡
大
屋
庄
に
臨

す
る
部
落
。
能
管
誌
に
、
『
水
守
村
は
輪
島
の
萄
地
に

て
、
音
は
此
腕
を
輪
島
と
呼
び
て
、
奥
部
の
府
中
に

て
、
此
遜
に
撤
千
軒
あ
り
し
か
ど
、
兵
乱
と
水
難
と

に
分
散
す
と
い
ひ
停
へ
り
。
其
頃
は
鎌
倉
よ
り
目
代

下
り
て
あ
り
。
茶
屋
数
跡
、
館
の
腰
と
て
小
伊
勢
村

八
二

O

領
に
在
。
。
』
と
記
す
る
。

ミ
ツ
ヤ
=
一
ッ
屋
江
沼
郡
揃
ヶ
原
の
内
の
小
字
。

ミ
ツ
ヤ
=
一
v
屋
能
楽
部
山
上
郷
に
廊
ず
る
部

落
。

ミ
ツ
ヤ
=
す
屋
石
川
部
被
周
庄
に
臨
す
る
部

帯
。
舗
隠
泡
に
、
こ
の
村
に
大
槌
が
あ
る
。
蓮
如
上

人
麹
闘
の
と
き
こ
与
に
休
息
し
た
と
て
道
場
が
あ

り
、
縮
部
屋
金
五
郎
の
建
て
た
碑
も
あ
る
と
記
す
る
。

ミ
ツ
ヤ
=
一
ッ
屋
調
北
部
小
坂
の
内
の
小
字
。

εツ
ヤ
=
一
ッ
犀
羽
咋
郡

ω知
院
内
太

m町
永

保
.
に
邸
す
る
部
務
。

εツ
ヤ
=
一
ッ
谷
↓
ミ
ツ
タ
エ
三
f

谷
〈
能
楽
、

白
山
下
〉

ミ
ツ
ャ
=
一
v
谷
能
美
郡
臨
海
郷
に
臨
す
る
部

務
。
郷
村
名
義
抄
に
、
こ
の
奥
に
嶺
の
谷
・
浅
の
谷
・

あ
べ
の
谷
が
あ
る
か
ら
村
名
が
起
っ
た
と
あ
る
。
も

と
三
q

谷
と
密
い
た
が
、
元
秘
十
五
年
十
二
周
ご
日

限
字
を
省
い
て
三
谷
と
醤
く
べ
き
命
が
あ
っ
た
。

ミ
ツ
ヤ
ウ
ヂ
密
谷
氏
能
楽
部
局
添
に
於
け
る

最
加
国
家
で
、
三
諒
屋
と
言
っ
た
の
を
、
明
治
以
降
鶴

谷
を
民
と
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
賀
代
坊
に
在
っ
た

文
欝
等
は
、
こ
の
家
に
偲
は
っ
て
跨
る
。

ミ
ツ
ヤ
ゴ
Z

一
-
一
ッ
谷
越
能
楽
部
出
合
か
ら
一
一
一
切

谷
に
笠
る
聞
の
峠
。

ミ
ツ
ヤ
ジ
ヨ
ゥ
=
一
ッ
谷
誠
能
楽
部
三
ぷ
廿
に
在

っ
た
。
越
驚
賀
三
州
志
般
摘
考
に
、
天
正
三
年
織
田

信
長
が
三
谷
優
一
を
攻
め
た
こ
と
七
闘
志
に
見
え
、
そ

の
後
岸
田
常
徳
寺
こ
与
に
住
し
た
が
、
前
回
利
長
に

逐
は
れ
て
宇
川
村
に
去
っ
た
こ
と
は
三
議
記
に
見
え

る
と
あ
る
。
し
か
し
、
一
穴
正
三
年
に
信
長
の
加
賀
に

入
っ
た
こ
と
も
な
く
、
ま
た
利
長
が
常
徳
寺
を
討
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
も
鐙
え
ぬ
。

ミ
ツ
ヤ
ノ
=
一
ッ
屋
野
能
美
郡
山
上
郷
に
臨
す

a 島-.


